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第 2 回「ユニバーサル村 in 八ヶ岳」のご案内 
 

イベント日時：2024年 6月 21日（金）～6月 23日（日） 2泊 3日 
イベント会場：キブツハウス（〒409-1502 山梨県北杜市大泉町谷戸５６１８）やその周辺 

  

 

 

●お申込みフォーム 4月 1日よりお申込み受付開始です。以下 URLよりお申込みをお願いします。 
 

https://forms.office.com/r/UG0Ej1R8h4 

（4月 1日よりお申し込みが可能になります） 

 

●イベント参加費：５,０００円 

イベント期間中の全体プログラム費、用具関連費、傷害保険、2日目の昼食代が含まれます。 

※お申込みを確認後、ご入金についてメールでご案内いたします。 

※請求書、領収書が必要な方は、ご連絡ください。 

※入金口座や金額など詳細は後日メールにてご連絡します。 

 

●宿泊費：１７，８００円（２泊３日分）  イベント当日に宿泊施設にお支払いください  
1日目＝2食（昼・夕）、2日目＝2食（朝・夕）、3日目＝1食（朝）が含まれます 

※2日目の昼食はイベント参加費より準備いたします 
 

 

 

 

●電車でお越しの方 （各自でご予約願います） 

JR新宿駅↔小淵沢駅の往復乗車券・特急券をご購入ください。（ひと月前から予約が開始されます） 

えきねっと https://www.jreast.co.jp/nagano/ticket-less/ 

◆往路：6月 21日（金）7：15新宿駅発⇒小淵沢駅 特急あずさ 1号（集合時間に間に合います） 

（JR新宿駅以外から出発する場合は各自でお調べ願います） 

◆復路：解散後一番早い新宿駅行きの電車は以下のとおりです。 

6月 23日（日）13：52特急あずさ 30号 （小淵沢駅発⇒新宿駅） 

なお最終日は 6月 23日（日）13:00 ごろ現地解散（昼食なし、小淵沢駅まで送迎あり）です。 

各自ご都合に合わせてご購入をお願いします。 

 

●お車でお越しの方 

中央道長坂 ICより約 10分。駐車場あります。 

6月 21日（金）9：10 までにキブツハウスへお越しください。  

キブツハウス 〒409-1502 山梨県北杜市大泉町谷戸５６１８） 

  

●高速バスをお考えの方 

当日の高速バスでは集合時間に間に合わないため、前泊または、電車でのお越しをお勧めしております。 

 

お問い合わせ 

ユニバサルイベント協会ユニ村実行委員会 

unison_info@u-event.jp 

 

 

１．お申込みと参加費のお振込みについて 

２．現地までの交通手段、当日の集合・解散について 

https://forms.office.com/r/UG0Ej1R8h4
https://www.jreast.co.jp/nagano/ticket-less/
mailto:unison_info@u-event.jp
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日時 2023年9月29日（金）～10月1日（日） 2泊3日  

場所 
キブツハウス（〒409-1502 山梨県北杜市大泉町谷戸５６１８）やその周辺 
ホーム - キブツ八ヶ岳 (kibbutz.or.jp) 

内容 

いくつかのグループに分かれ、下記プログラムを行います 

 

<1日目> 
09:10 キブツハウス集合・開村式 
09:45 自己紹介・D&I と自然環境を考える 
12:00 昼食 
13:00 きっかけコミュニケーション※1 
14:00 農業体験 1 ※2 

16:30 入浴・休憩 
18:00 夕食 振り返り 
19:45 ダイ Bar ※3 
23:00 就寝 
  
<2日目> 
07:30 朝食 
08:30 ルームオブ・ダイバーシティ ※4 
12:00 昼食（畑で BBQ） 
13:00 農業体験 2 ※5 

16:00 グループワーク ※6 

18:30 夕食・懇親会 
23:00 就寝 
  
<3日目> 
07:30 朝食 
08:30 まとめのワークと発表 ※7 

12:00 閉村式 （小淵沢駅まで送迎あり） 
 

※1. 視覚障がい・聴覚障がい・車いす使用者と安全に過ごすための一般的なレクチャーを 
当事者から受けます。 

 

※2. 畑に移動し、自然農法の話を聞き、農作業を体験します。 

 

※3. 特性を楽しむバーです。アイマスクをして視覚障がいのマスターとお酒などを飲んだり、 

聴覚障がいのマスターと声を使わずおしゃべりを楽しみます。 

 

※4. 視覚障がい・聴覚障がい・肢体障がい・LGBTQ・移住者などから個人的な話（自身の

特性や働き方・生活の工夫や知恵、社会に思うことなど）を聞くプログラムです。新しい

グループに分かれ、当日配布される時間割に合わせて話を聞きます。 （参加者の状

況により話者の特性が変更になる場合があります） 

 

※5. 農業体験を通し、多様な参加者との交流を深めます。車いす使用者など、畑に入りに

くい人と協働するための工夫を共に考え実践してみます。 

 

※6. ルームオブ・ダイバーシティや農業体験などを通して得た気づきをグループで共有し、

組織や生活環境の中で、誰一人取り残さない工夫を考えます。 

 

※7. 今後の組織の方向性や自らの仕事の仕方、自身の行動変容への気づきや計画を作

成し発表します。 

 

天候等の理由で内容に変更がある可能性があります 

 

 

 

３．スケジュールについて≪参考資料≫前回のプログラム 

https://kibbutz.or.jp/

